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１． 事業報告 
 

１ 交流事業（３，２４３千円） 

 

 (1) 海外派遣事業（2,789千円） 

 

  ① 市民交流団派遣事業 

台北市との直行便就航，台南市との七夕交流などで仙台と関係の深い台湾を訪問し、両

地域の友好親善を深めることを目的とした交流を行った。 

   ・期  間  平成１６年１２月１２日（日）～１９日（日）８日間 

   ・訪 問 先  台湾台北市、台南市など 

   ・協  力  台湾留日東北地区同学会、仙・台友好交流促進協会 

   ・訪問団員  １２名（公募市民９名，通訳１名，事務局２名） 

   ・交流内容  学校訪問、ホームビジット等 

 

  ② 高校生海外研修 

     ホームステイ，学校訪問，文化・歴史関連施設の見学などを通して，訪問都市・国への理

解を深め，友好関係の構築を目指す交流を行った。今年度は仙台・リバサイド青少年交流

協会が事業の企画・運営にあたり，当協会が支援する形で実施した。 

・期  間  平成１６年７月１７日（土）～７月２６日（月）１０日間 

・主  催    仙台・リバサイド青少年交流協会 （後援：仙台国際交流協会） 

・訪 問 先  アメリカ合衆国リバサイド市 

  ・訪問団員  １１名（公募高校生７名，事務局４名） 

 

(2) 受入事業（454千円） 

 

① 来仙市民団交流 

ア ブルターニュ・ジャポン協会会員受入     ７名 （４月） 

イ アカプルコ市民団受入                    ６名 （８月）             

ウ 「台南七夕交流フェアin仙台」開催支援 約１８０名 （８月） 

エ リバサイド市公式代表団受入支援           ８名 （１０月） 

  （茶道体験，市民歓迎会開催） 

      

        

２ 支援事業（３７，４０５千円） 

 

 (1) 留学生支援事業（27,008千円） 

 

   ① 留学生リサイクル品斡旋会 

       留学生の生活の支援を図るため，市民より提供されたリサイクル品を低価格で在仙留学

生に斡旋した。なお斡旋品目中，自転車については「SENDAI留学生自転車リサイクル事

業推進協議会」の事業として提供した。 
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・実施月日  平成１６年９月１９日（日） 

・実施場所  仙台国際センター 

・共  催  I.V.ネットワーク相談支援部会 

 

 

  ② せんだい留学生住居費一部助成 

     留学生が公的住宅から民間住宅に転居したとき，または入学に際し民間住宅に入居したと

きの経済的負担を軽減するため，住居費の一部を助成した。 

   ・対 象 者  私費留学生で，協会が定める交付要綱の資格要件を満たす者。 

・助 成 額  賃貸借契約書に掲載された家賃１月分相当額（25,000円を上限）とする。 

   ・交付者数  前期６７名，後期４１名 

 

 

③ カード乗車券・図書カードの交付 

     留学生の生活を支援するとともに，留学生の地域との交流を促進することを目的としてカ 

ード乗車券または図書カードを交付した。 

    ・対 象 者  入学１年未満の私費留学生で，交付要綱の資格要件を満たすもの。 

    ・交 付 額  月額５，０００円×在学予定月数（５か月を上限とする） 

    ・交付者数  ５３３名（乗車券３２１名，図書カード２１２名） 

 

  ④ せんだい留学生国際交流協力奨励金 

     仙台市在住の外国人留学生に「せんだい留学生交流委員」を委嘱し，地域の国際交流及び 

外国籍市民支援事業への協力を得た。交流委員には月額２万５千円の奨励金を支給し，活動 

の経済的支援とした。 

・応募総数  ７２名 

・合格者（せんだい留学生交流委員）２５名（１３か国・地域） 

（内訳） 性 別…男性9名，女性16名 

国 別…中国7名，韓国5名，ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ2名，ﾛｼｱ2名，ﾌﾞﾗｼﾞﾙ，台湾，ｲﾝﾄﾞﾈｼ

ｱ，ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ，ﾀｲ，ﾓﾝｺﾞﾙ，ﾍﾞﾄﾅﾑ，ｾﾈｶﾞﾙ，ﾈﾊﾟｰﾙ各1名 

学校別…東北大学20名，宮城大学2名，宮城教育大学3名， 

        

 

    ⑤ 留学生ガイドブックの作成 

在住外国人向けに地震をわかりやすく説明した「多言語防災マニュアル（DVD版）」を作成

した。仙台国際センターで視聴、貸出しを行う他、関係機関に配布して在住外国人の防災意識

向上を図る。 

・内容 映像は各言語共通：２３分 

  〔導入部〕 阪神淡路大震災／仙台市での取り組み／本マニュアル紹介 

〔第1部:地震について知る〕インタビュー／地震の起こるメカニズム／震度とマグ

ニチュード／二次災害 

〔第2部：地震発生時の行動〕インタビュー／時系列行動／場面別行動 

〔第3部：地震に備える〕インタビュー／家の中の整理／持出品の準備／防災訓練／

家族・友人との話し合い／避難所／災害語学ボランティア／災害用伝言ダイ

入場者数 ２６５名 

提供物品数 １，９００点 

売上金額  ９１，２３０円 

自転車 ３０台完売 
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ヤル／携帯電話災害用伝言板／情報・相談窓口 

・翻訳言語 

英語，中国語，韓国・朝鮮語，モンゴル語，スペイン語，ポルトガル語，タガログ語，

ロシア語，バングラ語，タイ語，日本語，やさしい日本語（１２種類） 

＊各国語のシナリオを仙台国際交流協会ホームページで公開 

・配布先   仙台市内の留学生受入教育機関、図書館、在住外国人団体等 

 

 

⑥ 国際理解人材紹介制度 

        国際交流活動を希望する留学生をはじめとする外国籍市民や国際協力活動，海外生活経

験のある日本人市民を人材登録し，小中高等学校，市民センター等公的機関からの依頼に

応じて紹介した。また，登録者と依頼者向けの研修会を実施した。 

    ・登録者数   １０４名 ２７か国 

・紹介延べ人数   ２５５名 

・参加者数   ７，５５１名 

・研修会    人材紹介前の打合せ会 

及び実施後の意見交換会 

 

 

 

      

 

 

   ⑦ 多文化共生講座 

      せんだい留学生交流委員の企画により、母国の様子が伝わる写真と絵本の展示、解説を

行った。 

    ア 留学生による写真展＆絵本展  ～親しくなろう世界と！～ 

     ・実施月日  平成１６年９月１９日（日） 

     ・実施場所  仙台国際センター 

     ・展示品数  ６カ国１１名の留学生の撮影した写真８６点及び６カ国の絵本６２冊 

 

   イ 国際理解講座「味で感じる世界」 

      せんだい留学生交流委員の企画により、交流委員を講師としてロシア料理とセネガル料

理調理講習、試食及びそれぞれの国の紹介 

    ・実施月日  平成１６年１１月 ６日（土）第1回ロシア編 

           平成１６年１１月２８日（日）第2回セネガル編 

    ・実施場所  ガスサロン 

    ・来場者数  ３２名（各日定員１６名） 

  

 

 

 

依頼者 件数 

小学校 ５４件 

中学校 ５件 

市民センター ６件 

仙台市関係機関 １件 

高等学校 ２件 

養護学校 ５件 

その他 ４件 

 計  ７７件 
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(2) 外国籍市民支援事業（3,448千円） 

 

   ① 日本文化講座 

在仙外国籍市民の日本理解の一助となるよう，日本の伝統文化芸術を体験・学習する機

会として「七夕交流会」を実施した。 

・実施月日  平成１６年７月１９日（月・祝日） 

    ・実施場所  仙台国際センター 

    ・内  容  折り紙，生け花，茶席，書道，着付け，琴，俳句，ちぎり絵 

    ・参加者数  ３００名 

     

   ② せんだい日本語講座 

      在仙の外国籍市民を対象に，市民との円滑なコミュニケーションや生活習慣について

     の理解を深め，快適な日常生活ができるように日本語講座を開催した。 

・実施時期  前期（４月～９月） 後期（１０月～３月） 

・開講日数  前期７０日   後期６８日  

・修了者数  前期１４５名 後期１３３名 

・実施場所  青葉区中央市民センター 

・受 講 料  無 料 

          

   ③ 日本語ボランティア育成講座 

      外国籍市民に日本語をボランティアで教える人材の育成を目的とし，年間を通し二期

制の講座として開催した。 

    ・実施時期  前期（５月～７月） 後期（１０月～１２月） 

    ・修了者数   ３１名 

    ・講  師  大学教官，日本語講師等 

    ・受 講 料  １２，０００円（各期毎） 

 

   ④ 日本語ボランティア個人登録制度 

      「日本語ボランティア育成講座」の修了生を対象に，より高い指導方法を習得するた

めの研修会を開催し，また，日本語ボランティアの日本語学習希望者への紹介及び教

習場所の提供を行い，活動をサポートした。 

・研 修 会   年４回（７月，１０月，１月，２月） 

・実施場所   仙台国際センター 

・紹介実績   １１６件 ３１か国 

・登録者数   １６９名（内１６年度修了生２２名） 

 

⑤ 外国籍市民懇談会 

   様々な立場で仙台に在住する外国籍市民が日常抱えている問題点等についての情報・意

見交換を行う懇談会を実施した。そこで出された意見等を協会事業に反映させた。 

・１回目 平成１６年９月１１日（土）留学している方３名とその支援団体より日本の方２名 

・２回目 平成１６年９月２５日（水）就業している方３名とその支援団体より日本の方２名 

・３回目 平成１６年９月２９日（土）配偶者の方３名とその支援団体より日本の方２名 
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(3) 市民交流支援事業（5,415千円） 

 

   ① 国際交流活動助成 

      市民の自主的な国際交流活動の促進を図るため，事業経費の一部を補助することによ

り助成を行った。 

・助成金額  対象経費の１／２以内（上限額あり） 

・交付件数  １８団体 

 

   ② ボランティア活動支援事業 

      仙台市国際交流ボランティア・ネットワーク（I.V.ネットワーク）の活動の支援をは

じめ，日本語ティールームボランティアの日本語教室，SEIGレター発行，ICAS日本語

教育実践講座への助成を行った。 

I.V.ネットワーク登録状況（平成１６年度末現在） 

・個人会員３０４名（男性 52名/ 女性 252名）   

      〈個人会員部会別内訳〉 

           ※重複登録有り 

 

 

・団体会員 ２９団体 

 

 

 

(4) 国際理解推進事業（1,534千円） 

 

   ① アメリカ留学相談会 

・実施月日  平成１６年１０月１６日（土） 

・実施場所  仙台国際センター 

・来場者数  ＴＯＥＦＬ説明会４３名，留学説明会５８名 

 

     ② 青少年育成事業 

開発教育ワークショップや留学生との意見交換を通して，国際交流・協力への理解を深め，

多様な文化を受け入れられる人材を育成するために、小・中・高校生各２日間ずつの講座を

実施した。スタッフは留学生交流委員を中心とした外国人留学生，日本人学生，NGOスタッ

フなど。 

・実施場所   仙台国際センター 研修室 

・実施日及び内容 

ア 小学生の部  

・7/4(日) 参加者数：小学生２４名，留学生７名，日本人スタッフ３名 

内  容：ワークショップ「もしも世界が１００人の村だったら」「貿易ゲ

ーム」、ワールドトーク（バングラデシュ，ロシア） 

・7/11(日) 参加者数：小学生２３名，留学生１２名，日本人スタッフ３名 

内  容：講話「ネパールの子ども達」、ワークショップ「フォトランゲー

ジ：アメリカを考える」、ワールドトーク（中国，ロシア，インドネシア） 

ホームホスピタリティ部会 34名

通訳ガイド部会 98名

文化交流部会 109名

相談支援部会 39名

情報関係部会 8名

姉妹都市部会 33名
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イ 中学生の部 

・7/25(日) 参加者数：中学生１１名，留学生６名，日本人スタッフ２名 

内  容：ワークショップ「ペドロの開発」、ワールドクイズ（バングラ

デシュ，中国，ケニア，ロシア）、ワールドトーク（ロシア，ケニア） 

・7/31(土) 参加者数：小学生１７名，留学生６名，日本人スタッフ３名 

内  容：講話「自分の想いをカタチに（NPO活動について）」、ワール

ドトーク（中国，ケニア，中国） 

ウ 高校生の部 

・8/1(日) 参加者数：高校生１４名，留学生７名，日本人スタッフ３名 

内  容：講話「私の国際協力」、ワークショップ「異文化コミュニケー

ション：バーンガ」、ワールドクイズ（中国，セネガル，韓国，ロシア） 

・8/8(日) 参加者数：高校生１１名，留学生９名，日本人スタッフ３名 

内  容：ワークショップ「国ってなあに？」、ワールドトーク（中国，

セネガル，韓国） 

＊小・中・高校生の部で国際センターバックステージツアーを実施 

エ その他 

仙台国際センター視察の高校生に対して開発教育ワークショップを実施(11/21) 

JICA等主催の「国際協力のつどい」にて，子ども向け国際理解ブース設置(3/6) 

 

   ③ 仙台国際センターまつり 

        仙台国際センター開館記念日の前後に，仙台市及びI.V.ネットワークとの共催によ

り，市民・外国籍市民を対象に各種催しを行い，国際交流に関わる個人・団体間の相互

交流を図るとともに協会や国際交流団体の諸活動への理解を推進した。 

    ・実施月日  平成１６年９月１９日（日） 

    ・実施場所  仙台国際センター 

    ・来場者数  約３,０００名 

    ・参加団体  I.V.ネットワーク他３０団体 

 

 

３ 調査研究広報事業（４，４４２千円） 

 

(1) 調査・研究（2,524千円） 

 

   ① 説明会，情報交換会 

平成１６年度仙台市留学生支援事業説明会（留学生受入機関担当者対象） 

 

② 研修会，会議等への出席 

・地域国際化協会連絡協議会総会（東京） 

・東北・北海道国際化協会連絡協議会総会及び研修会（青森） 

・第２回国際交流協力実践者全国会議2004（大阪） 

・平成１６年度文化庁日本語教育大会（東京） 

・「i」システム研修会（東京） 
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・栃木・南東北国際観光テーマ地区推進協議会「i」案内所職員研修会（福島） 

・全国市町村国際文化研修所「国際化対応コース（１６年度第３回）」（滋賀県大津市） 

 

③ ホームページの運営 

１０言語（日本語，英語，中国語簡体字，中国語繁体字，韓国語，インドネシア語，タ

イ語，マレー語，ポルトガル語，バングラ語） 

携帯電話用ホームページ新設（日本語、英語）  

 

④ メールマガジンの配信 （日本語，英語） 

・配信 月に１、２回程度発行。 

・内容 協会事業及び国際交流団体事業の告知、仙台市の外国籍市民向け情報等 

・言語 日本語，英語 

・登録者 １８４名（２００５年３月現在） 

 

 

(2) 広報・情報（1,918千円） 

 

 協会広報誌「SIRA WIND」の発行  

３，０００部，年４回発行 

 

 

４ 管理運営事業（４３６，３７８千円） 

仙台市から指定管理を受け，仙台国際センターの管理運営及び事業を行った。 

 

(1) 仙台国際センターの管理運営（411,803千円） 

・会館日数  ３４１日 

・利用状況 

   国際会議１８件，全国会議４３件，その他８２６件，  計８８７件 

 

(2) 交流コーナーの運営（24,021千円） 

交流コーナーでは，協会職員及びボランティアスタッフによる相談受付の他，図書貸

出，ビデオ視聴，掲示板の運用など様々な情報提供を行っている。平成１６年度は「国

際協力プラザ」や「交流コーナーギャラリー」を新たに設置した。 

・入場者数  ４３，３７７名（日本人21,342名，外国人22,035名） 

１日平均１２８名 

・相談受付数  ３，４０６件（日本人1,434件，外国人1,972件） 

 １日平均 １０件 

 

〔相談内容別件数〕 

 相談内容 相談件数 

１位 仙台国際交流協会について ８５４件（２５．１％）

２位 日本文化・語学について  ５６４件（１６．６％）

３位 交通・観光について   ４９２件（１４．４％）



 - 8 -

 

〔相談方法別件数〕 

１位 来訪 ２，１５７件（６３．３％）

２位 電話 ８４７件（２４．９％）

３位 英語専用電話 ３３８件（９．９％）

４位 Ｅメール ６１件（１．８％）

５位 手紙 ３件（０．１％）

  

・図書貸出数  １３，３２８冊（和書7,166冊，洋書6,162冊）一日平均３９．３冊 

・機材利用数  インターネット12,197名，ビデオ1,880名，カセットテープ102名 

・印刷物編集・発行 ①交流コーナーだより 4,000部月１回発行 

②仙台生活便利帳（中国語版）改訂発行 4,000部 

 

    (3) 外国籍市民支援事業（555千円） 

    災害語学ボランティア育成事業 

        仙台市に登録する災害語学ボランティアに対して研修等を行うとともに、訓練の一環とし

て外国籍市民対象の防災訓練を実施した。 

 

・登録者数 ４９名 

・対応言語 ８ヶ国語 

(内訳)  英語26名，中国語20名，ハングル5名，マレー語4名，スペイン語3名，フラ

ンス語2名，ロシア語1名，インドネシア語1名（複数言語登録者有） 

・ 研修内容   仙台市総合防災訓練 （悪天候のため中止） （6月） 

東北大学大学院地震予知・噴火予知センター視察 （10月） 

外国籍市民対象の地域防災訓練 （11月） 

公開研修会「新潟県中越地震の外国人被災・支援状況報告とやさしい日本語

ワークショップ」 （1月） 

 

 

５ 収益事業（収入額 ２，７３０千円） 

 

      仙台国際センターの使用者の利便を図るため，レセプション等の手配を行った。 

      ・ケータリング事業 ４５６件 

      ・代行手配業務  設営 ３４８件，飲食 ５４件，生花 １９件， 

               技師 １４件，看板等 ９２件， 合計 ５２７件 


